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学運協の活動が住民に十分認知されていな
い。「地域活動が学校につながっている」ことを
住民に自然と意識してもらうことが重要。 

 

PTA・学校・学運協の役
割が混在して見えてしまっ
ている。・広報支援やイベ
ント合同開催など、PTA
との協力体制を強化する
必要がある。 

学運協には「マネジメント」と「地
域プレイヤー」の 2 役割がある。
現状は一部の人に業務が集中
し、持続性が弱い。兼務が多いと
負担が増え、十分に考える時間
が持てない。新しい人材を取り込
み、組織のフレッシュ化を図るべ
き。 

学校に足を運び、顔を合わせることが
信頼関係の基礎になる。学校での活
動や行事への参加を増やし学校に関
わるという優先順位を少しだけ高めて
ほしい。 
「顔見知り」が増えるほど地域は強くな
る。それが防災にもつながる。 

 

学運協は「良いイメージがない」という声もある。保護者も
忙しく、敷居を高く感じている。先生方も学運協をよく理
解できていない面がある。まずは、学校・保護者・学運協
で一緒に取り組む具体的活動が必要。日常的な関わり
が不足しているため、学校に足を運ぶ機会を増やすべ
き。行事や公開日に参加し、先生と顔を合わせることが
信頼づくりにつながる。 




